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みんなのまちについて

一生懸命に考えました
七
月
十
八
日
市
役
所
の
磁
場
で
行
わ
れ
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ど
も
磁
会
に
は
市
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十
四
校
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小
学
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ど
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四
十
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人
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集
ま
り
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川
市
畏
に
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生
懸
命
考
え
た
意
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発
表
や
質
問
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し
ぎ
し
た
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意
に
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時
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長
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も
そ
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ぞ
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し
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剣
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し
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し
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磁
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館
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取
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憧
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指
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句
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り
や
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叫
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か
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を
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し
て
思
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つ
き
り
遊
び
た
い

ウ
ン
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ど
子
ど
も
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?
働
か
し
て
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t型
車

欲

し

い

・

膚-震

①
奈
良

ιeu伝
統
的
合
行
事
が
た

〈
さ
ん
あ
旬
ま
す
・
今
ま
で
は
足
る
綬
党

で
し
た
が

『な
ぜ
大
仏
さ
ん
陪
で
き
ー
の

か
」
な
ど
隆
史
を
勉
強
し
て
も
ら
え
る
也
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先
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旬
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い
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1
1
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概
光
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仙
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E
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t
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勝

世
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Sぜ

核
実
験
第
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め
忽
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園
ヘ
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を
か
け
て
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し
い

向持山安弘畿員

の
屋
上
の
他
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を
突
き
鳴
ら
し

級
位
仁
な

ら
れ
た
万
々
の
」
認
緬
色
平
和
を
街
念
し

て
iu
ま
す
・

こ
の
日

K

町
内
の
必
也
事
で
も

鎗
を
い
っ
ぜ
lv
に
圃
鳴
ら
し
て
も
ら
勺
て
平

相
へ
の
併
り
を
呼
び
か
け
で
い
ま
す
・

1
2
2ろ
LE知
っ
て
も

ら
お
う
と
映
閥
会
や
パ
ネ
ル
騰
を
測
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L
Eに
市
役
所

2凋
ロ
ピ

1
E

-
E
5
2
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Lでい
ま
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②
挙
被
三
原
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守
る
た
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に
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権
実
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い
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F
i
-
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し
敏
兵
告
を
仰
9

て
は

い
"
な
い
と
L

A
t
-
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Z
信
長

自
の
努
力
を
し
て
い
ま
す

-
貝

の
峯
町
は
乎
釦
の
た
必

ιど
ん
な
こ

と
を

L
て
い
ま
す
か
・
⑦
鞍
一民
包
を
縛
っ

て
い
る
関
令
権
実
般
を
し
て
い
る

M
l

対
し
て
ど

Tう
に
母
え
て
い

tか・

富
市
畏

内
務
で
は
八
月
ア
日
と
九
日
の

原
・
M
V
役

F
Sれ
式
日
l

原
爆
の
彼
脊

i
f

遭
わ
れ
文
人
に
棄
で
も
ら
っ
で
市
役
所
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を
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仲
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友
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市富跨脅34-1111附〒630 二来大鎗商丁目1.1・8知5包

保健婦 と一緒lこ

あな たの健康 と元気 をつくりませんか
4 岡山刊i術館された問睡で問問づ〈句に附に刷・Eんでい1けー

いよいよ墨志健康惨査の季節がやってきます。健惨をうまく活用しましょう。

G唾 豆E 三台

私も去匁

町 一
品聞からくる

病気吃と君ゎ耽めで

今の生活を.，

返ってみたの
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-・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ••••• 
~健闘10倍いかす時~ 成人病予防教室

健訟を受付た人に..繍果めヂータをもt1:健康管甥について与えます.

• •••• 
-: Iと を】引回目例作後1時宇治ら /同工込副 作復IH'きi 教方名希軍¥ : 

: IととるI鎗合医療験室セJ タ (制 T) 1;併陪%作所氏名智飾電話昏砂金 ， 1 : 
ー I内 曹11 健康動虚=検砂ヂータの鬼刻。いて 1:.，.-て9月1311までに必‘で市役所健康晴 .

: ' 分約会・@萄脂血症 @高血圧 Oll!.ilf t造段、多L吻合は抽選 I ; 
:I定員11 0 0人 ¥ ノ :
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
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みんなそろって投票しましょう

9月8日は奈良市長選挙
奈良市畏選挙が、9月1日 同告示 9月8日 町役娯の日程で行むれる予定です.
と¢選挙は、今後4年間の市政をまひゼる人を還"極めて重要芯意味を持つ選挙で<r.
私 たちが地方政省に対して意思表示のできるとの級会をの伊さす役票日には主権者の

誇 りと貧径をもって、大切なー療を熊駄にすること忽く みん恕そろって投票しましよう.

郵恒による不在者損壊

f保健検察.明・」め交付，受I ，，~.度身体障碍.
で 4駆使役.をする人i主 役票日の4目前【9114U
L利}の午後ち時までに 市適当静管理聖書貝舎へ投票"'緑
色投癖刷封筒を筒:f':l..て〈ださい.この郷使役事証明
.の.効期聞は 交付の白から4年です.イifl!閉闘が

粛 fしでいる人以 紙製のS正昭'に切旬かえて〈えき
い.切句かえ 1:IJ 現在手もとにある隊使役察証明.
と印定 身体障筈狩亨帳を紳a・のうえ 市選準竜野寛委
民会でF緩急告しでくどき，'. 
ま民 訴し〈盤当する左忠われる人" 同.興会に
問、合わせのワえ{輔の胴軒町定められてい

るため) 予後"して〈だき，'. 

段 車 できる人

噸和訓年91l9日までに生まれえ削ぶ国民で 平成
"事'"，日以前場ら引き徳島祭良市の住民・4ド台般
に登録されーしているん
ただし 附初幻毒事9月H'から同匁91!9!1まで6
4生まれた人で予..官事6!llll仁伝入届をした人は両省

きます.

市内転居白人
間lf.SHI6日以後仁町内駒山L山
首自のil'.m'Jtの問所で闘して〈ださい.

市舛転出の人
ニの進援は市の2盤機ですので 役泉日までに市外ヘ
・，.した人"投漢で..ぜん.
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選讐公報
組閣制団刊行きはす

役軍目の'"前までに~.することになってもます.
もし崩喝ない喝friJ 布置験警理委員会へ違織して〈

ださい.

関車
瑚B開票で午後7停学から市巾央体符館"去麹町}
で行われる予定で<.

選挙通知書
道盤根遁知書"孟がき)IJ， 1M更で.届けします.こ
の温摘は役酬などの必知ら刊する-)j 時

事奮を附に行った必のもので役票所へは必ず持参

しで <f!~ぃ.

もL届かなかった句 制した蜘 "は間雨降
、持.するのを忘れた川崎制時前で噂し也

て (f~~ ぃ. 脚入団に却されていれば過聞を

再雲行します.

投票時間
役""の午前7時から乍後6時までです

問い合わ信
市.挙管理里4盛岡金 (D)4-!lll)へ.

選 挙人名 簿 の縦 覧

斬Uく欝良市の還手入名簿に量鍾される人...した
.薗を..綱同(各日午前日崎学~午後"・)巳市蓮司瞬

嘗理費貴金事費周(市役所北棟;.，で.覧できま亨

輔 の欄

岬 時醐 (酔の毎月間錯するもの〕

'" ，日畑、2日開
回目帽創 (毎年9JJltl現告で悶月 2日に壁織する
もの}
9月3目関一 711(幻

くわしく峨問・m周わ、

奈良しみAだより惨再生紙を使用していま..

不在者役票

役事目当日i仕事や病気などで投現所へ行けない人

11. 9月1山から (定時最録1:JJいて逮勝人名簿に
聞きれた人'"月""から) 9 H 7附 J:i1"碍
符役票ができます.

~'!E荷役軍は上.の期間巾曜日に閤憾な'"日

午前8時学から午後5防まで投寮できますので 選挙
通知.，属、て」る喝合)と師軍"きって次の所?子

.，きしてくどき，'. 
。雪解lI.iliN'1'i(二条大路南一丁目，.機s陪不在.綾
田酬・脚人名簿に聞きれている市内掛川

修賓が対象

。西1I!1:1!J~野 (7S.l:二了目 ， ，陪不住者役須配線

所z 選司隣人為得に唱を録，れている西宮草川短所所箸区.
の省梅街地l対象

場病院や.人ホームなどで;有.者役累指定魅股と して

眠l'It!，闘に入院入所している人U その闘
で珂 ..  役署震ができますので 範般の管理指に申L出
て〈犯さい.
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